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工事設定（積算型）
予め会社としての取り決め単価で工事設定しておくことで、見積担当者によって金額のブレが
なくなるだけでなく、
お客様にも適正な価格提示ができ、最終的には利益率低下を防ぐことにもつながります。
できるだけ充実させましょう。

目次
３　　工事登録

９　　登録例



１-１　工事登録
新規登録をします。【工事作成】をクリックしてください。

３



（見積）工事名称等を入力します。
見積書に記載されるのでお客様がわかりやすい名称にしてください。

１-２　工事登録

４



発注行となる内訳を登録します。【工事を追加】をクリックしてください。

１-３　工事登録
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※1　表示名
登録後名称を変更したい際に使用します。

※2　予算への追加条件
積算型で運用される方は使用しません！

※１

※２



内訳の詳細を入力します。工事名称と仕様規格は、
工事の内訳や、発注時そのまま引用されますのでわかりやすい名称にしましょう。

１-４　工事登録
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内訳の詳細を入力します。

１-５　工事登録

７

※１　【数量】
「値を直接指定する」に設定して見積単価が追加しやすいよう“０”とするのをオススメします。
「データから参照する」は坪単価でのみ使用できる機能です。

※２　【見積単価・予算単価】
“見積単価”と“予算単価”を入力する際は取り決め利益率通りに任意入力してください。

※３　【建築サブデータから設定】
工事と建築サブデータを紐づけます。
詳細はマニュアル⑪【建築サブデータ】をご参照ください。

※４　【業者初期値】
発注先が１社しかいない工事は、予め設定しておくことで業者選択を省略できます。

※５　【勘定科目】
該当する勘定科目を選択しておくと、仕入別一覧表に記載されます。
詳細はマニュアル⑬勘定科目設定をご参照ください。

※６　【業者見積を可能にする】
杭工事など業者見積を依頼する工事はチェックしてください。

※７　【実績報告を許可する】
業者選択画面にて出来高依頼チェックボックスにあらかじめレ点がついた状態になります。
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このように工事/工種ごと、業者ごとに分けて内訳を登録します。
また編集した際は必ず【保存】をクリックしてください。

１-６　工事登録
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